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資 料

臨地実習における看護学生の達成感に影響する要因の検討

原田 秀子＊

要約

 臨地実習での学生の達成感に影響する要因を分析することで、学生が達成感を持つことができるような教員の実習指導の方向性を明

らかにすることを本研究の目的とした。研究対象は本学に在学する3年次学生43名であり、成人看護学実習1と老年看護学実習終了後

に、達成感と達成感に影響する6つの要因について質問紙調査を行った。その中で、達成感の程度を5段階の間隔尺度を用いて調査し、

次に達成感に影響した要因について、その影響の程度を5段階の間隔尺度を用いて調査した。

達成感の得点の平均値は実習全体で3．82であった。達成感への影響要因のうち、成人看護学実習1ではグループメンバーとの関わりの

平均得点が最も高く、老年看護学実習では患者との関わりの平均得点が最も高かった。

 達成感への6つの影響要因のうち、患者との関わり・自分自身の2つの要因で達成感との関連が認められた。このことから、患者と

の良い関係を作るためのサポートや、実習中の経験が自信につながるよう、学生の努力を認めていくことが達成感を高めるための教員

の役割として必要であることが示唆された。
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1．はじめに

 学生が感じる達成感や満足感は、学生の学習意欲

を刺激し、学習活動を促し、目標達成という学習成

果を獲得するために重要である1）。特に臨地実習（以

下実習と略す）では、学生は様々な困難に遭遇する。

それを乗り越えていく中で得られた達成感は学習意

欲を向上させ、主体的な学習を促す。

 本研究の目的は、実習での達成感に影響している

要因を分析することで、学生が達成感を持つことが

できるような教員の実習指導の方向性を明らかにす

ることである。

 原田ら2）の報告では、実習における達成感に影

響する要因として、患者との関わり・臨床指導者と

の関わり・教員との関わり・グループメンバーとの

関わり・既習の学習・自分自身の6つがあげられて

おり、そのうち患者との関わり・教員との関わり・

グループメンバーとの関わり・自分自身が達成感に

大きく影響していることが明らかになっている。教

員が直接学生をサポートし、指導することによって

得られる達成感だけでなく、教員が調整役としての

役割を効果的に果たすことで、患者との関わり・臨

床指導者との関わり・グループメンバーとの関わり

も学生の達成感にプラスに働くと考える。そこで、

原田ら2）の研究でとりあげた6つの影響要因を、

本研究では学生の達成感に影響する要因としてとり

あげ、追加検証し、今後の実習指導の方向性を検討

したので報告する。

 ここでの達成感とは、ある目的目標を達成し成功

したという感覚と定義する。

II．研究方法

1）研究対象

 本学看護学部の2001年度入学生で3年次に在学す

る学生43名（内訳：女性39名、男性4名）

 対象学生は2年次後期までに基礎看護学実習を終

えている。3年次前期に、成人看護学実習1（主に

慢性期にある成人患者対象）と老年看護学実習を、

前半と後半でローテーションしながら3週間ずつ行

う。3年次後期には成人看護学実習II（主に急i生期

にある成人患者対象）を予定している。学生は、各

実習とも7～8名のグループに分かれ、主に病棟で

の実習を行う。各病棟に担当教員が1名配置され、

臨床指導者と連絡を取り合い実習指導にあたる。

2）実習方法

成人看護学実習1

 3週間の実習期間のうち2週間は病棟実習を行
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い、1週間は透析室での見学実習（1日）と教員の

指導のもとでの実習のまとめを行う。病棟実習では

主に成人期の患者を1名受け持ち、看護過程の展開

を主にした実習を行う。

老年看護学実習

 3週間の実習期間のうち2週間は病棟実習を行

い、1週間は老人保健施設内痴呆棟での実習（1日）

と教員の指導のもとでの実習のまとめを行う。病棟

実習では老年期の患者を1名受け持ち、看護過程の

展開を主にした実習を行う。

3）調査方法

 2003年度成人看護学実習1終了後及び老年看護学

実習終了後（6月下旬と7月下旬）に質問紙調査を

行った。無記名式の調査用紙を配布し、調査の趣旨

を説明して承諾を得、記入後は回収箱を設置し、後

日回収した。

4）調査内容

 原田ら2）の調査内容に基づき、達成感と影響要

因についての調査内容を作成した。

まず、実習の達成感について、得点化の基準を、5

点：達成感があった～1点：達成感がなかったまで

の5段階の間隔尺度で示し、回答は選択式とした。

次に達成感に影響した要因については、1．患者と

の関わり 2．臨床指導者との関わり 3．教員と

の関わり 4．グループメンバーとの関わり 5．

既習の学習（これまでの講義・演習・実習での学習

すべてを指す） 6．自分自身（自己学習や自己の

努力など）の6項目をあげた。原田ら2）は得点化

の基準を、5点：そう思う～1点：そう思わないと

しているが、本研究ではプラスに影響したかマイナ

スに影響したかを明らかにするために、5点：達成

感を高めた～1点：達成感を低めたまでの5段階の

間隔尺度で示した。回答は同様に選択式とした。ま

た各影響要因について、達成感に影響した出来事を

自由記載する欄を設けた。

5）分析方法

統計処理は、統計ソフトSPSS Ver10． OJを用いて

行った。分析方法は以下の通りである。

（1）成人看護学実習1と老年看護学実習の各々にお

 いて、達成感の得点と達成感に影響する6つの要

 因の得点の平均値を求める。

（2）達成感にどの要因が強く関与しているかをみる

 ために、達成感の得点と達成感に影響した要因の

 得点とを重回帰分析にて検討する。

皿結果
 質問紙は成人看護学実習1において43部、老年看

護学実習において43部、計86部配布した。回収i数57

部、回収率66．3％、有効回答数57部、有効回答率

100％であった。

1）実習での達成感の得点と6つの影響要因の得点

  の平均値（表1）

 達成感の得点の平均値は実習全体で3．82であっ

た。成人看護学実習1では3．77、老年看護学実習で

は3．87であった。

 成人看護学実習1では、影響要因としてグループ

メンバーとの関わりの得点の平均値が最も高く、既

習の学習が最も低かった。老年看護学実習では、影

響要因として患者との関わりの得点の平均値が最も

高く、既習の学習が最も低かった。

2）達成感への影響要因の分析結果（表2）

達成感の得点を従属変数とし、達成感に影響した

表1 実習での達成感と6つの影響要因の平均得点

老年
i平均値）

成人
i平均値）

総合
i平均値）

達成感 3．87 3．77 3．82

患者との関わり 4．48 3．96 4．25

臨床指導者との関わり 4．26 4 4．14

教員との関わり 3．61 4 3．79

グループメンバーとの関わり 4．32 4．42 4．37

既習学習 3．52 3．73 3．61

自分自身 3．68 3．85 3．75

表2 重回帰分析による達成感の得点と6つの影響要因の得点との関係

達  成  感        従属変数
ﾆ立変数 β γ 有意確率

患者との関わり 0，243 0，287 0．039＊

臨床指導者との関わり 0，216 0．26 0，063

教員との関わり 0，102 0，128 0，365

グループメンバーとの関わり 0，155 0，184 0，192

既習学習 一〇．1 一〇．121 0，394

自分自身 0，421 0，419 0．002＊＊

β ＝＝標準偏回帰係数 γ＝相関係数 ＊＊p＜0．Ol

R＝＝O．694 R2＝＝O．482 ＊p〈O．05



6つの要因の得点を独立変数として重回帰分析を

行った。その結果達成感との関連がみられたのは、

患者との関わり・自分自身の2つの要因であった。

3）勢威感に影響した出来事

 6つの影響要因別に、達成感に影響した出来事を

自由記載してもらった結果、患者との関わりについ

ては、回答があった30名中24名が達成感を高めた内

容を記載していた。そのうち、患者とのコミュニケー

ションについて取り上げていたのは20名であった。

内容としては、初めはうまくコミュニケーションが

取れなかったが、実習が進むにつれて良い関係が築

けたという信頼関係の深まりについて記載していた。

一方で患者との関わりに深まりがなかったと回答し

たものも4名みられた。

 臨床指導者との関わりについては、回答があった

29名中22名が達成感を高めた内容を記載していた。

具体的には、指導・助言をもらえたことで問題解決

につながった、方向性が明確になった、ケアを進め

ていく上で役に立ったという内容であった。また話

しかけてもらえた、話をきいてもらえたという内容

の記載もあった。学生自身の臨床指導者に対する姿

勢として、積極的に関われなかったと回答したもの

が4名、報告がきちんとできなかったと回答したも

のが1名みられた。

 教員との関わりについては、回答があった25町中

22名が達成感を高めた内容を記載していた。具体的

には、アドバイスがもらえた、相談できたという内

容であった。学生自身の教員に対する姿勢として、

積極的に質問できれぼよかったと回答したものが1

名、相談しても解決方法が見つけにくかったと回答

したものが1名みられた。

 グループメンバーとの関わりについては、回答が

あった27名中22名が達成感を高めた内容を記載して

いた。具体的には、グループ内で、看護を展開する

上でのお互いの悩みや問題を共有し合い解決するこ

とができたという内容であった。一・方で意見交換が

少なかったと回答したものも4名みられた。

 既習の学習については、回答があった24名中12名

が達成感を高めた内容を記載していた。そのうち、

全実習期間のうちの前半に実施した実習（以下前半

実習と略す）終了時の回答は4名であり、全実習期

間のうちの後半に実施した実習（以下後半実習と略

す）終了時の回答は8名であり、後半実習において
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達成感を高めた内容の回答数が増加していた。具体

的には、これまでの講義の内容や2年次までの基礎

看護学実習で学んだことが役に立ったという内容で

あった。達成感を低下させた内容を記載していたの

は24名四12名であり、具体的には、勉強不足を感じ

たという内容であった。そのうち、前半実習終了時

の回答は8名であり、後半実習終了時の回答は4名

であり、後半実習において達成感を低下させた内容

の回答が減少していた。

 自分自身については、回答があった26野中16名が

達成感を高めた内容を記載していた。具体的には、

自己学習を含めて自分なりに頑張った、自信がつい

た、成長したという内容であった。一方で自分の看

護に自信がなくなったと回答したものが3名みられ

た。また、もっと頑張れたのではないかと回答1、た

ものが5名、体調不良のため満足のいく実習ができ

なかったと回答したものが1名みられた。

IV．考察

 達成感に影響する6つの要因について以下に考察

する。

1）患者との関わりと自分自身について

 重回帰分析の結果、達成感に影響する6つの要因

のうち、達成感との関連がみられたのは患者との関

わり・自分自身の2っの要因であった。

 この結果から、学生が受け持ち患者との信頼関係

を築くために努力したことが、実習での達成感に結

びついており、結果で示した達成感の得点につな

がったと考える。

 中谷ら1）は、学生が受け持ち患者からの肯定的・

支持的言動の表出場面を体験することによって、学

生は自分自身の存在が患者に承認されたという満足

感を味わう可能性があると述べている。自由回答の

中に、患者の「待つとったんよ」という一言で救わ

れた、「ありがとう」という言葉に達成感を得たと

いう回答もあったことから、患者から認められたと

いう実感を持つことも達成感につながったといえる。

 また、達成感に影響する6つの要因のうち、老年

看護学実習では患者との関わりの得点の平均値が最

も高いという結果が得られた。これは患者との関わ

りが達成感を高めることにつながったことを示して

おり、その背景として、失語や難聴、痴呆などの影

響でコミュニケーションが取りにくい患者と関わる
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中で、困難な状況を経て信頼関係を築けたことによ

る喜びが大きかったことが伺えた。

 老年看護学実習において、i難聴や痴呆、失語など

コミュニケーションが困難な患者を受け持っていた

学生は43名園24名であり、そのうち22名の学生がコ

ミュニケーションの工夫を看護計画に取り入れて実

習していた。自由回答の中に、最初はコミュニケー

ションに悩んでいたが、真剣に関わっていくことで

患者も少しずつ心を開いて下さり、自分も成長でき

たという回答もみられた。阿部ら3）は、実習での

患者との関わりの場面においての具体的な記載を分

析し、患者との良好な関わりによって多くの学生が

肯定的な感情を持つに至り、また肯定的な感情を

持った経験はその後の学習意欲の向上につながった

ことを明らかにしている。学生の回答からも、悩み

ながらもうまくコミュニケーションが取れたことが

肯定的な感情をもたらしており、それが今後の実習

に取り組む上での自信につながっていくと考える。

 このことから、学生が患者とのコミュニケーショ

ンを円滑に進めることができるようにコミュニケー

ション能力を配慮した患者選択を行うことよりも、

学生にあえて少し困難な課題を与え、それに挑戦さ

せることも、患者選択にあたっては必要であると考

える。

 また大村4）は、学習目標としてラーニング目標（能

力を高めることをめざすもの）を持たせることが、

困難iに直面してもあきらめずに課題への動機付けを

維持させることにつながると述べている。学生の自

由記載の中にも「患者さんとの関わりの中で何度か

失敗することで少しずつ自分も成長したと思う」や、

「実習を通して常に患者さんのことを考え、実施し

たことがだめなら別の方法というように色々な方法

を考えられた」という回答もみられた。一こ口自分

の看護に自信がなくなったという回答もあり、その

背景には自分なりの頑張りや努力を周囲から認めら

れなかったことも影響していると考える。

 このことから、学生が患者との関わりの中で困難

に直面したり、失敗したと感じた時に、その経験を

自分の成長につなげていけるよう、学生をサポート

できる人的環境をつくることも、教員の役割として

重要と考える。具体的には面接や実習記録から、学

生が何につまずいているのかを引き出し、カンファ

レンスの場で同じような体験をしている学生との意

見交i換の機会を作ったり、臨床指導者と学生の状況

を共有し、協力してフォローにあたることも必要と

考える。また、失敗した経験であってもその中での

学生の努力を認めていくことも達成感を高めるため

の教員の役割として必要であると考える。

2）臨床指導者との関わりと教員との関わりにつ

  いて

 重回帰分析の結果、臨床指導者との関わりや教員

との関わりについては達成感との関連を認めなかっ

た。このことは、教員や臨床指導者から指導を受け

たことが直接達成感に結びついたというより、臨床

指導者や教員からの助言が患者と良い関係を築くこ

とに結びついたり、主体的な学習を促すことにつな

がったことを示していると考える。

 阪本ら5）は、看護学生に対する援助的関わりと

して、①学生に関心を示す態度、②学生に対する支

持的態度、③教育に対する前向きな態度、④学習の

深まりや理解を促す指導（以下省略）をあげている。

臨床指導者や教員との関わりについては、回答内容

から、主に①と④の関わり、つまり学生に関心を向

けてくれる姿勢と指導者からの指導や助言の両面が

達成感につながっていると考える。

 ②での支持的態度とは、学生の感情や行動を肯定

的に捉え支持する態度であり、指導者から承認され

た経験は自信となり、学習意欲の向上にもつながる。

また、学生が実習に対して抱きやすい過度の不安や

緊張を和らげ、学生が本来持っている能力を発揮す

ることにもつながると考える。「私も学生のときに

患者指導でとても苦労した。本当に難しいと思うけ

ど頑張ってね。」と臨床指導者に声を掛けられたこ

とで頑張ろうと言う気持ちが強まったという回答も

あった。学生の立場に立ったフォローは、学生が困

難を乗り越えていく上で有効な関わりであるといえ

る。また、③に示した指導者の教育に対する前向き

な態度や、学生と共に学ぼうとする指導者の熱意は、

学生にとって大きな励みになり、実習への取り組み

にもよい影響を及ぼすと考える。学生が、ケアにつ

いての文献を探せずに困っていた時に教員が一緒に

なって探してくれたという回答もあり、学生と最も

身近に関わることのできる教員の熱意が学習の意欲

を高めることにつながっていると考える。

 患者のケアに関して困難に感じていること、つま

ずいた点に関しては、患者と最も身近で関わってい

る臨床指導者からの個別性に則した実践的な助言が



有効と考えられる。そのため、個別指導だけでなく、

病棟での患者カンファレンスの中で学生から積極的

に相談を持ちかけるなど、助言を受ける機会をでき

るだけ多く設けるよう調整することも教員の役割と

して必要と考える。

3）グループメンバーとの関わり

 重回帰分析の結果、グループメンバーとの関わり

についても達成感との関連はみられなかった。しか

し成人看護学実習1においては6つの影響要因のう

ちグループメンバーとの関わりの得点の平均値が最

も高いという結果が得られた。このことは、グルー

プメンバー間で、看護を展開する上での悩みや問題

を共有し解決できたことが達成感に結びついたこと

を示していると考える。自由回答の中に、カンファ

レンスを通してさまざまな意見を交換し、色々な考

えを共有することができたという回答もあった一方

で、意見交換が少なかったという回答もあった。そ

のことからも、教員の役割として効果的なカンファ

レンスの運営がグループダイナミックスを引き出す

上で重要であることが示唆された。西元ら6）は、

カンファレンスを看護臨床講義と位置づけている。

カンファレンスを有効な教育の機会にしていくため

に、ロールプレイの技法を活用したり、討議のきっ

かけをつくるため、学生にとって共通性のあるテー

マを身近な体験談として教員が準備しておくなどの

工夫も必要と考える。

4）既習の学習について

 重回帰分析の結果、既習の学習についても達成感

との関連はみられなかったが、成人看護学実習1・

老年看護学実習共に、既習の学習についての得点の

平均値が最も低かった。このことは、既習の学習の

活用が不十分なことが達成感の低下につながってい

ることを示していると考える。また、自由回答の結

果からは、後半実習において達成感を高めた内容の

回答が増加していた。このことは、前半の実習で学

習不足を感じたことがきっかけとなり、後半の実習

では既習学習の内容を有効に活用できたためではな

いかと考える。

 学生は実習に出てから学習の必要性に気付くこと

も多く、必要性に気付いた時に学習が深められれぽ

達成感を高めることにもつながると考える。一方で、

学生は実際の患者を目の前にした時、既習の学習を

山口県立大学看護学部紀要 第8号 2004年   97

どう結びつけてよいのか分からず戸惑うこともある

ので、理論と現実とが結びつくような指導が教員に

求められる。例えば、実習前には、受け持ち患者の

病態や治療の理解を助けるために事前に疾患や治療

に関する情報を臨床から提供してもらっているた

め、病態についての復習にとどまらず、そこから看

護に必要な情報収集の視点を明確にできるような指

導が必要と考える。個人指導だけでなく、カンファ

レンスの機会などを通じて学習の動機付けを図るこ

とも必要である。

5）本研究の限界と今後の課題

 第1に調査用紙の回収率が低く、対象学生全体の

回答内容を反映した結果になっていないことがあげ

られる。その場で記載してもらい回収するなど、回

収数を増やすための工夫が今後においての課題で

ある。

 第2に達成感に影響した出来事の具体的記載が回

収した57越中24部と半数：に満たなかったことから、

一部の学生の意見を反映した結果となったことがあ

げられる。その理由として、具体的記載が6項目と

複数であったことから、記載に手間がかかりすぎた

と考える。今回の記載内容をもとにいくつかのカテ

ゴリーを作成し、選択式にすることで負担を少なく

する方法を考慮することも今後に向けての課題で

ある。

 第3に、実習を直接担当した教員が調査を実施し

たために、結果にバイアスがかかった可能性がある

ことも考慮しておく必要がある。無記名とし、実習

評価とは無関係であることもあらかじめ説明したが、

自由記載などは書きづらい面もあるため記載方法も

検討する必要がある。

第4に、重回帰分析の結果決定係数が低く、今回用

いた6っの独立変数以外の変数による影響が大きい

ことが推測された。このことから、6つの影響要因

以外にも影響していると考えられる要因を加えて調

査することで、信頼性を高めることになると考える。

実習方法に対する有効性の得点化と達成感の得点化

との関連性をみた研究7）もあり、実習方法や実習

期間、実習時期などカリキュラムについても影響要

因として検討する必要がある。

V．結論
①達成感への6つの影響要因のうち、患者との関わ
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 り・自分自身の2つの要因で達成感との関連が認

 められた。

②6つの影響要因のうち、成人看護学実習1ではグ

 ループメンバーとの関わりの平均得点が最も高

 かった。老年看護学実習では患者との関わりの平

 均得点が最も高かった。         ・

V【．おわりに

 実習での達成感に影響する要因を分析することに

より、教員の役割として、学生の学習を深めるため

の指導・助言を行う役割だけでなく、患者との良い

関係を作るためのサポートや実習中の経験が自信に

つながるよう学生の努力を認めていくことが必要で

あることが示唆された。今後の実習指導に生かして

いきたい。
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